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2021 年    厠うんちくカレンダー 
　私
は
、
京
都
や
奈
良
の
寺
院
へ
行
っ
て
、
昔
風
の
、
う
す
ぐ
ら
い
、
そ
う
し
て
し
か
も
掃
除

の
行
き
屈
い
た
厠
へ
案
内
さ
れ
る
ご
と
に
、
つ
く
づ
く
日
本
建
築
の
有
難
み
を
感
じ
る
。
茶
の

間
も
い
い
に
は
い
い
け
れ
ど
も
、
日
本
の
厠
は
実
に
精
神
が
安
ま
る
よ
う
に
出
来
て
い
る
。
そ

れ
ら
は
必
ず
母
屋
か
ら
離
れ
て
、
青
葉
の
匂
や
苔
の
匂
の
し
て
来
る
よ
う
な
植
え
込
み
の
蔭
に

設
け
て
あ
り
、
廊
下
を
伝
わ
っ
て
行
く
の
で
あ
る
が
、
そ
の
う
す
ぐ
ら
い
光
線
の
中
に
う
ず
く

ま
っ
て
、
ほ
ん
の
り
明
る
い
障
子
の
反
射
を
受
け
な
が
ら
瞑
想
に
耽
り
、
ま
た
は
窓
外
の
庭
の
け

し
き
を
眺
め
る
気
持
は
、
何
と
も
い
え
な
い
。
漱
石
先
生
は
毎
朝
便
通
に
行
か
れ
る
こ
と
を
一

つ
の
楽
し
み
に
数
え
ら
れ
、
そ
れ
は
む
し
ろ
生
理
的
快
感
で
あ
る
と
い
わ
れ
た
そ
う
だ
が
、
そ

の
快
感
を
味
わ
う
上
に
も
、
閑
寂
な
壁
と
、
清
楚
な
木
目
に
囲
ま
れ
て
、
眼
に
青
空
や
青
葉
の

色
を
見
る
こ
と
の
出
来
る
日
本
の
厠
ほ
ど
、
恰
好
な
場
所
は
あ
る
ま
い
。
そ
う
し
て
そ
れ
に
は
、

繰
り
返
し
て
い
う
が
、
或
る
程
度
の
薄
暗
さ
と
、
徹
底
的
清
潔
で
あ
る
こ
と
と
、
蚊
の
呻
り
さ

え
耳
に
つ
く
よ
う
な
静
か
さ
と
が
、
必
須
の
条
件
な
の
で
あ
る
。
私
は
そ
う
い
う
厠
に
あ
つ
て
、

し
と
し
と
と
降
る
雨
の
音
を
聴
く
の
を
好
む
。
殊
に
関
東
の
厠
に
は
、
床
に
細
長
い
掃
き
出
し

窓
が
つ
い
て
い
る
の
で
、
軒
端
や
木
の
葉
か
ら
し
た
た
り
落
ち
る
点
滴
が
、
石
燈
籠
の
根
を
洗

い
飛
び
石
の
苔
を
湿
お
し
つ
つ
土
に
沁
み
入
る
し
め
や
か
な
音
を
、
ひ
と
し
お
身
に
近
く
聴
く

こ
と
が
出
来
る
。
ま
こ
と
に
厠
は
虫
の
音
に
よ
く
、
鳥
の
声
に
よ
く
、
月
夜
に
も
ま
た
ふ
さ
わ

し
く
、
四
季
お
り
お
り
の
物
の
あ
わ
れ
を
味
わ
う
の
に
最
も
適
し
た
場
所
で
あ
つ
て
、
恐
ら
く

古
来
の
俳
人
は
此
処
か
ら
無
数
の
題
材
を
得
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
さ
れ
ば
日
本
の
建
築
の
中
で
、

一
番
風
流
に
出
来
て
い
る
の
は
厠
で
あ
る
と
も
云
え
な
く
は
な
い
。
総
べ
て
の
も
の
を
詩
化
し

て
し
ま
う
我
ら
の
祖
先
は
、
住
宅
中
で
何
処
よ
り
も

不
潔
で
あ
る
べ
き
場
所
を
、
却
っ
て
、
雅
致
の
あ
る

場
所
に
変
え
、
花
鳥
風
月
と
結
び
付
け
て
、
な
つ
か

し
い
連
想
の
中
へ
包
む
よ
う
に
し
た
。
こ
れ
を
西
洋

人
が
頭
か
ら
不
浄
扱
い
に
し
、
公
衆
の
前
で
口
に
す

る
こ
と
を
さ
え
忌
む
の
に
比
べ
れ
ば
、
我
ら
の
方
が

遥
か
に
賢
明
で
あ
り
、
真
に
風
雅
の
真
髄
を
得
て
い

る
。
強
い
て
欠
点
を
い
う
な
ら
ば
、
母
屋
か
ら
離
れ

て
い
る
た
め
に
、
夜
中
に
通
う
に
は
便
利
が
悪
く
、

冬
は
殊
に
風
邪
を
引
く
憂
い
が
あ
る
こ
と
だ
け
れ
ど

も
、「
風
流
は
寒
き
も
の
な
り
」
と
い
う
斎
藤
緑
雨

の
言
の
如
く
、
あ
あ
い
う
場
所
は
外
気
と
同
じ
冷
た

さ
の
方
が
気
持
が
よ
い
。
ホ
テ
ル
の
西
洋
便
所
で
、

ス
チ
ー
ム
の
温
気
が
し
て
来
る
な
ど
は
、
ま
こ
と
に

イ
ヤ
な
も
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
数
寄
屋
普
請
を

好
む
人
は
、
誰
し
も
こ
う
い
う
日
本
流
の
厠
を
理
想
と
す
る
で
あ
ろ
う
が
、
寺
院
の
よ
う
に
家

の
広
い
割
り
に
人
致
が
少
く
、
し
か
も
掃
除
の
手
が
揃
っ
て
い
る
所
は
い
い
が
、
普
通
の
住
宅

で
、
あ
あ
い
う
風
に
常
に
清
潔
を
保
つ
こ
と
は
容
易
で
な
い
。
取
り
分
け
床
を
板
張
り
や
畳
に

す
る
と
、
礼
儀
作
法
を
や
か
ま
し
く
い
い
、
雑
巾
が
け
を
励
行
し
て
も
、
つ
い
汚
れ
が
目
立
つ

の
で
あ
る
。
で
、
こ
れ
も
結
局
は
タ
イ
ル
を
張
り
詰
め
、
水
洗
式
の
タ
ン
ク
や
便
器
を
取
り
附

け
て
、
浄
化
装
置
に
す
る
の
が
、
衛
生
的
で
も
あ
れ
ば
、
手
数
も
省
け
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、

そ
の
代
り
「
風
雅
」
や
「
花
鳥
風
月
」
と
は
全
く
縁
が
切
れ
て
し
ま
う
。
彼
処
が
そ
ん
な
風
に

ぱ
つ
と
明
る
く
て
、
お
ま
け
に
四
方
が
真
つ
白
な
壁
だ
ら
け
で
は
、
漱
石
先
生
の
い
わ
ゆ
る
生

理
的
快
感
を
、
心
ゆ
く
限
り
享
楽
す
る
気
分
に
な
り
に
く
い
。
な
る
ほ
ど
、
隅
か
ら
隅
ま
で
純

白
に
見
え
渡
る
の
だ
か
ら
確
か
に
清
潔
に
は
違
い
な
い
が
、
自
分
の
体
か
ら
出
る
物
の
落
ち
着

き
先
に
つ
い
て
、
そ
う
ま
で
念
を
押
さ
ず
と
も
の
こ
と
で
あ
る
。
い
く
ら
美
人
の
玉
の
肌
で
も
、

お
尻
や
足
を
人
前
に
出
し
て
は
失
礼
で
あ
る
と
同
じ
よ
う
に
、
あ
あ
ム
キ
出
し
に
明
る
く
す
る

の
は
余
り
と
い
え
ば
無
躾
千
万
、
見
え
る
部
分
が
清
潔
で
あ
る
だ
け
見
え
な
い
部
分
の
連
想
を

挑
発
さ
せ
る
よ
う
に
も
な
る
。
や
は
り
あ
あ
云
う
場
所
は
、
も
や
も
や
と
し
た
薄
暗
が
り
の
光

線
で
包
ん
で
、
何
処
か
ら
清
浄
な
り
何
処
か
ら
不
浄
に
な
る
と
も
、
け
じ
め
を
朦
朧
と
ぼ
か
し

て
置
い
た
方
が
よ
い
。
ま
あ
そ
ん
な
訳
で
私
も
自
分
の
家
を
建
て
る
時
、
浄
化
装
置
に
は
し
た

も
の
の
、
タ
イ
ル
だ
け
は
一
切
使
わ
ぬ
よ
う
に
し
て
、
床
は
楠
の
板
を
張
り
詰
め
、
日
本
風
の

感
じ
を
出
す
よ
う
に
し
て
み
た
が
、
さ
て
困
つ
た
の
は
便
器
で
あ
つ
た
。
と
云
う
の
は
、
御
承

知
の
如
く
、
水
洗
式
の
も
の
は
皆
真
っ
白
な
磁
器
で
出
来
て
い
て
、
ピ
カ
ピ
カ
光
る
金
属
製
の

把
手
な
ど
が
附
い
て
い
る
。
ぜ
ん
た
い
私
の
注
文
を
云
え
ば
、
あ
の
器
は
、
男
子
用
の
も
、
女

子
用
の
も
、
木
製
の
奴
が
一
番
い
い
。
蝋
塗
り
に
し
た
の
は
最
も
結
構
だ
が
、
木
地
の
ま
ま
で

も
、
年
月
を
経
る
う
ち
に
は
適
当
に
黒
ず
ん
で
来
て
、
木
目
が
魅
力
を
持
つ
よ
う
に
な
り
、
不

思
議
に
神
経
を
落
ち
着
か
せ
る
。
分
け
て
も
あ
の
、
木
製
の
朝
顔
に
青
々
と
し
た
杉
の
葉
を
詰

め
た
の
は
、
快
い
ば
か
り
で
な
く
些
の
音
響
を
も
立
て
な
い
点
で
理
想
的
と
云
う
べ
き
で
あ
る
。

私
は
あ
あ
云
う
贅
沢
な
真
似
は
出
来
な
い
ま
で
も
、
せ
め
て
自
分
の
好
み
に
叶
っ
た
器
を
造
り
、

そ
れ
へ
水
洗
式
あ
つ
ら
を
応
用
す
る
よ
う
に
し
て
み
た
い
と
思
っ
た
の
だ
が
、
そ
う
云
う
も
の

を
特
別
に
誂
え
る
と
、
よ
ほ
ど
の
手
間
と
費
用
が
懸
る
の
で
あ
き
ら
め
る
よ
り
外
は
な
か
っ
た
。

そ
し
て
そ
の
時
に
感
じ
た
の
は
、
も
ち
ろ
ん
照
明
に
し
ろ
、
媛
房
に
し
ろ
、
便
器
に
し
ろ
、
文

明
の
利
器
を
取
り
入
れ
る
の
に
勿
論
異
議
は
な
い
け
れ
ど
も
、
そ
れ
な
ら
そ
れ
で
、
な
ぜ
も
う

少
し
わ
れ
わ
れ
の
習
慣
や
趣
味
生
活
を
重
ん
じ
、
そ
れ
に
順
応
す
る
よ
う
に
改
良
を
加
え
な
い

の
で
あ
ろ
う
か
、
と
云
う
一
事
で
あ
っ
た
。

谷
崎
潤
一
郎

　「陰
翳
礼
讃
」 

よ
り

2025 年
厠うんちくカレンダー
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2025 年 1 月
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4
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12 13 14 15 16 17 18

19 20 21 22 23 24 25

26 27 28 29 30 31

古代のウォシュレット

トルコにある古代ギリシャ都市の Ephesus  遺跡の厠

　古代の水洗式、手動ウォシュレッ
ト、左図の如く、前を絶えず水が
流れ、棒に括り付けられた海綿を
浸し、ウォシュ、使用後、海綿を

流れで洗浄、汚れた水は排泄物を流す
座面下の溝へと流れへ。

ウンチク
　排泄後、紙を使用するのは
今でも世界の半数、指と水は
東南アジアからインド、指と
砂は砂漠地帯、砂漠によって
は石、熱くなった石をポケッ
トで保管しておき使用する、
そのほか、トウモロコシのヒ
ゲや葉を使用する。昔、日本
ではアジサイ、フキ、栃、葛
の葉等が利用されていたが、
少し萎れたものを使用した。

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6

7 8 9 10 11 12 13

14 15 16 17 18 19 20

21 22 23 24 25 26 27

28

2010年 ２月
参考文献
　トイレのなぞ　48　　　　　草土文化
　Toilets of the World                MERRELl　　

2010 年厠カレンダー　製作　小川義博

2010 年　2月画像復刻



2025 年 2 月

日 月 火 水 木 金 土

1

2 3 4 5 6 7 8

9 10 11 12 13 14 15

16 17 18 19 20 21 22

23 24 25 26 27 28

厠うんちくカレンダー第 13巻　製作　小川　義博

古より水洗はあった

藤原京跡出土の水洗式トイレ遺構（奈良県
橿原市）　と右、トイレ遺構復元案の図

　人口が集中しだした 7,8 世紀の遺跡から、土壌分析などによるトイ

レ考古学の進歩で水の力で汚物を目の前から見えなくする水洗式ト

イレの存在が確認されている。その方法、規模もかなりバラエティー

に富んだものであったようだ。

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5

6 7 8 9 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19

20 21 22 23 24 25 26

27 28 29 30

2011年 11月

藤原京の人口は 3～ 4万人人口密度は現
在の地方都市並みであり、その排泄量は
2トンのバキューム 8台分という。側溝を流れ、飛鳥川、米川へ合流した。
しかし、自然に左右される流水量で常時、街中の側溝の清潔を維持するこ

秋田城跡出土の水洗式トイレの復元写真と構造図
8世紀後半～ 9世紀初に造られたと考えられている。

土間

1230 年代北条泰時邸遺跡の
水洗トイレ遺構の復元案

とは困難、当時の書物に労働の刑に
処せられた者を雨の翌日には側溝の
清掃に当てたとある。遷都後十数年
で悪臭が都を覆い、水洗システムの
破綻から 16 年の短期間で藤原京が
捨てられた一つの原因と囁かれる。

右図　上の方式と異なり、座の前後
に堰板があり使用前に堰を止め水を
貯め、使用後、放流堰を開け、汚物
を流す

京都、奈良にもない、豪華なトイレ遺構が 2ヶ所で見
つかっている。福岡鴻臚館跡、秋田城跡のトイレである。
双方とも国の迎賓館トイレとして造られたようである。
鴻臚館は中国、朝鮮、秋田城は渤海国との外交拠点と
なっていた。

沼地

木樋

籌木　多数出土
クソベラ

籌木（ちゅうぎ）

参考
歴史評論　　1999. ６　　　　　校倉書房
水洗トイレは古代にもあった　吉川弘文館

2011 年 11 月　画像復刻



2025 年 3 月

日 月 火 水 木 金 土

1

2 3 4 5 6 7 8

9 10 11 12 13 14 15

16 17 18 19 20 21 22

23 24 25 26 27 28 29

30 31

日 月 火 水 木 金 土

1

2 3 4 5 6 7 8

9 10 11 12 13 14 15

16 17 18 19 20 21 22

23 24 25 26 27 28 29

30

2012年 9月

厠うんちくカレンダー第 14巻　製作　小川　義博

江戸時代の「音姫 ｣
　今では女性便所の必需品 ｢ 音
姫」、音姫様がいないと 47% の女
性は音消しに水を流すという調査
があり、ほとんどの女性が習慣化
している。パナソニックの事業所
156 箇所に設置したら、年間水道
料金 6400 万円削減出来たと言う。
この生理現象に必要な音を羞恥す
る日本女性の心情は外国人には理
解できぬものだという。この羞恥
の心情は古くから、「かわやどび
ん」、「かわやだんご」など庶民も
厠で使用したという。山陽道 18
番宿場町の岡山県矢掛町に残る重
要文化財の脇本陣に青銅製「音消
し壷」が残る。高貴な方が壷の栓
を抜き水の音で自身の発する音を
消し、終わったら、流れてる水で
手を清める。庶民にも古川柳の「な
りつたけ 娵（よめ）しょうべんを
ほそくする」（未摘花 2）にこ恥じ
らいはみられるようである。

参考
   宿場町　矢掛　　　　　　山陽新聞社
   日本のすまい　内と外　　鹿島出版会

重要文化財の脇本陣

2012 年 9月画像復刻



2025 年 4 月
日 月 火 水 木 金 土

1 ２ 3 4 5

6 8 9 10 11 12 13

13 15 16 17 18 19 20

20 21 22 23 24 25 26

27 28 29 30

2014 年 7 月
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5
6 7 8 9 10 11 12
13 14 15 16 17 18 19
20 21 22 23 24 25 26
27 28 29 30 31

厠うんちくカレンダー 16 巻　　製作　小川義博

朝の作業

　  Gallery MAMPEI

  ポー（携帯便器）
   客室にトイレのなかった時代、ナイトテーブルの
  下に置かれていました。
   汚物処理は従業員の毎朝の仕事でした。
　　　　　　　　　　　1902 年 ( 明治 35 年頃）

江戸末期より軽井沢にある、万平ホテルに
歴史を展示する部屋があり、そこに左のよ
うな陶磁器が展示され下のような説明が添
えてある。

  昔の高級ホテル従業員のご苦労が偲ばれ

る。このポーというもの、一昔前のヨーロッ
パではチャンバーポットと同類。ポーは
手で持つ部分が用意されていないがチャン
バーにはある。中味は窓から道へ、川へと
捨てるためである。

18 世紀のパリの朝、窓からは汚物が降り、セーヌ河に近所のご婦人が
集いチャンバーを空にする。18 世紀のパリは腐った空気の町と言われた。

コヒーカップと見間違う
チャンバーポット

中国のチャンバーポット
マートン

木製であるため、
日に干す作業が加わる。

万平ホテル　正面

今はポーは置いてない客室

参考
　排泄全書　　　　　　　　原書房
　18 世紀パリ生活史　　　岩波書店
　　写真　　　　　　　　  池澤克就

2014 年 7月画像復刻



2025 年  5 月
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3

4 5 6 7 8 9 10

11 12 13 14 15 16 17

18 19 20 21 22 23 24

25 26 27 28 29 30 31

2015 年 12 月

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5

6 7 8 9 10 11 12
13 14 15 16 17 18 19
20 21 22 23 24 25 26
27 28 29 30 31

厠うんちくカレンダー 17巻　　製作　小川義博

錦小路
　年末を迎えて京の台所、錦小路は買い物客で賑う。ここ錦小
路は平安時代に宇治拾遺物語で具足小路と呼ばれていたのが、
餓鬼草子に描かれたような小路になったらしく、なまって糞小
路となってしまったが勅命で錦小路になったと記されている。

樋箱とか清箱

この時代、貴族は御簾で仕切られた樋殿で移動便器の「お
まる」に排泄していました。大便用が樋箱とか清箱と、女
性の小便用が虎子（おおつぼ）、男子の小便用が尿筒（し
とづつ）と呼ばれた。

国宝 : 紙本著色餓鬼草紙
平安～鎌倉時代・東京国立博物館

T 字型板は着物の
裾をかけて、汚れ
ない工夫をした

虎子（おおつぼ） 尿筒（しとづつ）

　鎌倉時代から江戸時代　
征夷大将軍などの尿筒を扱
う公人朝夕人（くにんちょ
うじゃくにん）と役職があ
り、世襲で土田家が鎌倉幕
府から、徳川幕府まで受け
継がれたという。

竹の筒

2015 年 12 月画像復刻



2025 年 6 月
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6 7

8 9 10 11 12 13 14

15 16 17 18 19 20 21

22 23 24 25 26 27 28

29 30
製作　小川　義博

6 月2017 年

ベルサユ宮殿

太陽王ルイ14世と使
用していた椅子型の便
器。椅子の中におまる
が。ルイ14世は下痢が多かったた
め、この椅子に座り訪問者に謁見
することもあり、排泄が終わると
召使によっておまるが取り出され
たという。

ベルサユ宮殿にはトイレが無いというが権
力者にはトイレのような便器が存在した。
マリー・アントワネッ
トの肖像と愛用の椅子

型の便器。彼
女が暮らした
ヴェルサイユ
宮殿の庭園に
ある小トリア
ノン宮殿に展
示されている。

椅子の構造

  水洗式洗浄

排水ハンドル

放水ノズル

放水ハンドル

排水

写真　海沼乃扶代

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3
4 5 6 7 8 9 10
11 12 13 14 15 16 17
18 19 20 21 22 23 24
25 26 27 28 29 30

2017 年 6月画像復刻



2025 年 7 月
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5

6 7 8 9 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19

20 21 22 23 24 25 26

27 28 29 30 31

2018 年

製作　小川　義博

  月

自然の中で

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4

5 6 7 8 9 10 11
12 13 14 15 16 17 18
19 20 21 22 23 24 25
26 27 28 29 30 31

　自然を楽しみ、満喫し、くつろぎ・・・、
自然を大切に守る。気になるのは排泄
物の最終処理。どうしてるのか？

ネパール

カナダ グランドキャニオン

8 2018 年 9月画像復刻



2025 年 8 月
日 月 火 水 木 金 土

1 2

3 4 5 6 7 8 9

10 11 12 13 14 15 16

17 18 19 20 21 22 23

24 25 26 27 28 29 30

31

2021 年 10月

トイレ用　厠うんちくカレンダー

Dropping は社会問題

日 月 火 水 木 金 土

1 2
3 4 5 6 7 8 9

10 11 12 13 14 15 16
17 18 19 20 21 22 23
24 25 26 27 28 29 30
31

　ヨーロッパではペットの落し物の後始末の問題が社会問題になっている。我が
国のように個人で始末用のもの準備することは期待できず、行政が専用の袋を街
角に準備している。それでもなかなか難しいようで苦労している。

　南欧のフランス、スペインで問題が大きく、特にスペインでは宣伝・啓蒙切手に
も取り上げられ、専用の袋を利用しゴミ箱にというデザインが描かれている。
　no te olvides ＝忘れてはいけない　　valores civicos ＝市民の価値
　por una ciudad mas limpia ＝よりきれいな都市のために　

同じ valores civicos ＝市民の価値シリーズ切手には下のような社会問題も取り上げられてることから
dropping の深刻さがうかがえる。

      児童労働規制　　　　  　                  文化の多様性尊重　　　　　            人身売買との闘い

始末用袋準備場所　フランス
ville propre ＝きれいな街

始末用袋

2021 年 11 月画像復刻



2025 年 9 月
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6

7 8 9 10 11 12 13

14 15 16 17 18 19 20

21 22 23 24 25 26 27

28 29 30

2010 年 5月画像復刻

2010 年厠カレンダー　製作　小川義博

ビデの文化
　入浴ではなくシャワーを時に使用するという生活が普通の社会

で , ビデは宮廷の貴婦人の秘密の身だしなみとして考えられ、そ

れは娼婦宿まで広く普及してフランス人の三大発明といわれてい

る。みだらな風俗の象徴とされ誤解された時期もあるが、実態は

健康な生活のための必需品、男性世界の軍隊にも備えられたこと

は知られていない。手づくりの時代から家具として工場生産され

るようになり、百貨店で家具として販売されるようになった。こ

の時期、排水設備がないためチャンバーポットに準じた器を使用

したが、排水設備が備えられると陶器製が考案され、給水設備の

完備と共に給水コック、そして温水使用の現在の姿になってきた。

この間、ビデの生産はフランスからイタリアに生産の主流になっ

てきた。しかし、現在は新しい形の日本スタイルビデがその場を

取って代わるであろう。

20世紀初め、パリ、ボンマルシェ
百貨店の高級家具カタログに載ったビデ

チェコ ババリア地方

幼児の入浴　　　ペットの休息場　　　　足湯　　
ビデの有効活用

現代のイタリア製ビデ　未来を担うか日本製ビデ

オーストリア

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3

4 5 6 7 8 9 10

11 12 13 14 15 16 17

18 19 20 21 22 23 24

25 26 27 28 29 30

2010年 ４月
参考文献
ビデの文化史　　　作品社



行　20

列　24

文字 42

2025 年 10 月
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4

5 6 7 8 9 10 11

12 13 14 15 16 17 18

19 20 21 22 23 24 25

26 27 28 29 30 31

4 月2020 年

トイレ用　厠うんちくカレンダー

風葬？
　東西問わず歴史的建物、特に城の壁
面に不自然とも思われる出窓に似た構
造物に気が付かれたら、それは城の厠
である。限られた空間を有効に活用し、
不要なものは城に留めないことがもと
められる。排泄物は穴の開いた板から
堀へ、空き地へ、湖へと落とされてい
く。イエメンの家は泥を厚く積んで造
られる。泥を厚く積むのは暑さへ

の対処と外敵からの防御のためだろう。
二階や三階に突き出た突起はトイレだ。
そのとき下を歩いている人は不運。落
下したものは空気が乾燥しているため
時をまたずして乾き、太陽の光でひび
われ、最終的に粉末になる。それらは
砂塵と共に風に運ばれ、どこかへ飛ん
でゆく。

スイス レマン湖
Chillon 城

オーストリア
Liechtenstein 城

中東　イエーメン
城でなく民家出窓の中

穴の開い
棚に座り

使用

穴の下に
は湖面が

光る

参考文献
　ヨーロッパトイレ博物誌　　INAX 書房　　　
　 Temles of Convenience 　　 St. Martin's Press
 

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4
5 6 7 8 9 10 11
12 13 14 15 16 17 18
19 20 21 22 23 24 25
26 27 28 29 30

2020 年 4月画像復刻



2025 年 11 月
日 月

ゲツ

火 水 木 金 土

1

2 3 4 5 6 7 8

9 10 11 12 13 14 15

16 17 18 19 20 21 22

23 24 25 26 27 28 29

30

2019 年 11 月

トイレ用　厠うんちくカレンダー

World Toilet Day 

日 月 火 水 木 金 土

1 2
3 4 5 6 7 8 9

10 11 12 13 14 15 16
17 18 19 20 21 22 23
24 25 26 27 28 29 30

11 月 19 日は世界トイレの日。世
界ではまだ、道ばたや草むらなど、
屋外で用を足す約 9 億人の人々が
います。不衛生な環境で 1 日 800
人以上の子供が下痢疾患で亡く

なっています。そのため日本の企
業が素晴らしいトイレを開発提供
しています。200 円という低価格、
構造がシンプル、少しの水で洗浄、
虫や悪臭を防ぐ、それが SATO。

水を流す　　重みで弁が開く　　弁が閉じ　
　　　　　　　洗浄　     　　　　通風遮断

洋風 SATO　　和風 SATO

World Toilet Day 

2019 年 11 月画像復刻



2025 年 12 月
日 　月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6

7 8 9 10 11 12 13

14 15 16 17 18 19 20

21 22 23 24 25 26 27

28 29 30 31

土

2020 年 1 月

トイレ用　厠うんちくカレンダー

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4
5 6 7 8 9 10 11
12 13 14 15 16 17 18
19 20 21 22 23 24 25
26 27 28 29 30 31

パリのトイレ事情
18世紀にはオマルから
の汚物で腐った空気の
満ちたパリ、現在のパ
リは努力を重ね花の都
となり、市民はおしゃ
れな厠を楽しんでいる。
　隠れた努力がトイレ
という設備のなかった石造りの歴史ある建物に見ら
れる。通常の口径の下水管設置は石造りの建物では
大変、細い下水管で解決する設備を準備して
いる。排水と同時に粉砕機能を持つ器具が起
動し排泄物と落とし紙を糞砕しスムースに排
水する。パリの悩みの一つがペットの後始末
対策。オートバイに吸引機をつけ街を巡回、

観光客に不快な思いを持たせ
ないようにしている。

左建物最上階トイレ

スイッチ

便器横の糞砕機

有料公衆トイレ おしゃれなトイレも多く

参考文献　　
　　　18 世紀パリ生活誌　　　　　　岩波書店
　　　Paris　WC　　　　アジェット婦人画報社

2019 年 11 月画像復刻


